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０１

０１

あなたはどうするか。

ハザードマップで
自宅周辺に色がついている

警戒レベル３
が発令されたら…

警戒レベル３
が発令されたら…

警戒レベル４
が発令されたら…

警戒レベル４
が発令されたら…

ハザードマップ

２階で在宅避難

避難に時間がかかる人がいる

親戚や知人が安全な場所に
住んでいて、身を寄せられる

親戚や知人が安全な場所に
住んでいて、身を寄せられる

在宅避難

はい

はい

はい

はい はい

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

０１
在宅避難

02
親戚・知人宅へ避難

▲ローリングストック

安全な親戚や
知人宅へ避難

02 安全な親戚や
知人宅へ避難

0203
避難所へ避難

03
避難所へ避難

備える

買う

食べる

水害が迫った時、

避難行動判定フローで確認！

自宅の安全が確保できる場合は、在宅避難を
検討しましょう。自宅周辺の浸水想定が３m
未満の場合は、自宅の2階へ避難してくださ
い。
テレビやラジオ、町HP等で
気象情報や防災情報などの
最新情報をキャッチし続け
ましょう。

非常用備蓄品の準備を備蓄品
災害時は、支援物資がすぐ
に届くとは限りません。３日
～１週間程度過ごせる備蓄
品を用意しましょう。普段
から少し多めに食料を買い
足して使い、使った分だけ
買い足す「ローリングストッ
ク」がおすすめです。

安全な場所に住んでいる親戚や知人宅への避
難を検討しましょう。避難所と異なり、不特
定多数の接触を回避できます。避難する時
は、避難先と事前に調整し、危険が迫ってか
らではなく、余裕を持って避難しましょう。
親戚・知人宅だけではなく、通常の宿泊料が
かかりますが、ホテルや旅館などの宿泊施設
へ避難する方法もあります。

非常用持出袋の準備を持出袋
避難先で２～３日過ごすこ
とを想定して準備しましょ
う。
また、家族に妊婦や乳幼児、
高齢者がいる場合、その方
に必要な物もそろえてくだ
さい。

CHECK POINT

CHECK POINT

備蓄品の参考

□水（飲用・生活用）　□非常食　　　　□ランタン
□卓上コンロ　　　　　□ガスボンベ　　□ティッシュ

□飲料水・非常食 □現金 □保険証・免許証　
□マッチ・ライター □懐中電灯 □スマホ・ラジオ　
□モバイルバッテリー □タオル・着替え □常備薬・持病薬
□マスク □除菌シート □笛　　　　　　　　

０3
避難所へ避難 街中でも避難所を確認

避難所の場所はハザードマップで確認してく
ださい。避難する時は、非常用持出品を忘れ
ずに。
町では、避難所で検温や健康状
態の確認、距離を保てる避難
ルームの設置など様々な感染症
対策を実施しますが、ご自身でも
必要な対策をお願いします。

水害リスクを日常生活
でも認識し、いざとい
う時の避難行動に役立
ててもらうため、街中
に想定浸水深と付近の
避難所を掲載した「ま
るごとまちごとハザー
ドマップ」を設置して
います。

災害時のペットのことペット
家族の一員でもある大切なペットを守れるのは、飼
い主さんだけです。日ごろから災害対策について考
え、しつけや物品の準備をしましょう。

■避難所のこと
開成小学校・開成南小学校・文命中学校にはペッ
トと一緒に避難することができます。ただし、動
物アレルギーの方がいるかもしれないので、避難
所で人とペットが同一の空間で居住することはで
きません。人とペットの居住区を分けての対応に
なります。

■万が一の時
町は小田原獣医師会と「災害時の動物救護活動に
関する協定書」を締結しています。災害時、ケガ
や病気をした動物の治療や避難所での動物の健康
相談など小田原獣医師会の支援を受けられます。

避難とは、「難」を「避」けること。安全を確保することが一番の目的です。
避難先は町が指定する避難所だけではありません。
コロナ禍の今、感染リスクを考慮し、適切な避難先を事前に検討しましょう。

自宅周辺の浸水の深さが
3.0m以上

いいえ
（3.0m未満）

START

避難の必要はありません。むや
みに外に出ず、自宅で安全を確
保しましょう。

ただし、家屋倒壊等氾濫想定区域
に該当する場合は、警戒レベル
３・４が発令されたら安全な場所
へ避難しましょう。

災害時のペット
同行避難の詳細は
コチラ▼

酒匂川や町内河川で洪水
が起きた場合、浸水するお
それのある範囲を示してい
ます。必ず目を通しましょう。
ハザードマップは、
防災安全課窓口
で配布しています。

CHECK POINT

必ず確認

持出品の参考

特集　水害に備える


